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取
手
市
は
、
手
数
料
・
使
用
料
値
上

げ
（
案
）
を
10
月
15
日
付
の
市
広
報

で
、
初
め
て
市
民
に
公
開
し
ま
し
た
。

「
公
共
施
設
に
置
い
て
い
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
一
覧
表
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
、
問
い
合
わ
せ
は
市
担
当
課
に
」

と
い
う
も
の
で
す
。 

値
上
げ
総
額
は
、
年
８
０
０
０
万
円

に
も
の
ぼ
り
ま
す
、
市
民
が
意
見
を
言

う
機
会
も
な
く
市
民
無
視
の
一
方
的

な
こ
ん
な
や
り
方
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

 批
判
相
次
ぐ 

民
生
委
員
定
例
会 

 

10
月
の
民
生
委
員
定
例
会
の
開
会

前
、
市
の
政
策
推
進
部
職
員
が
出
席

し
、
手
数
料
・
利
用
料
値
上
げ
（
案
）

の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
「
民
生
委
員
の
私
た

ち
だ
け
に
説
明
さ
れ
て
も
困
る
、
１
年

ぐ
ら
い
か
け
て
市
民
や
利
用
者
と
話

し
合
っ
て
決
め
る
べ
き
も
の
」
「
人
件

費
を
コ
ス
ト
と
考
え
る
の
は
間
違
い
」

「
増
収
額
は
市
長
や
部
課
長
、
議
員
の

給
料
減
ら
せ
ば
賄
え
る
。
」
等
、
批
判

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。 

 市
民
か
ら
怒
り
の
声 

11
月
に
よ
う
や
く
説
明
会 

 
市
の
値
上
げ
（
案
）
を
知
っ
た
市

民
・
団
体
か
ら
、
「
ま
る
で
決
ま
っ
た

か
の
よ
う
だ
」
「
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を

進
め
る
の
に
市
民
に
説
明
も
し
な
い

の
か
」
と
、
問
い
合
わ
せ
や
批
判
が
相

上野たかし  

加増みつ子､遠山ちえ子  
関戸  勇  ､小池えつ子  

次
い
で
い
ま
す
。 

取
手
市
は
24
日
、
全
員
協
議
会
で
議

会
の
公
式
会
議
と
し
て
は
初
め
て
「
値

上
げ
（
案
）
の
説
明
」
を
し
、
市
民
へ

の
説
明
会
開
催
日
程
を
11
月
１
日
の

広
報
で
知
ら
せ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
市
民
の
批
判
と
要
求
に
押

さ
れ
て
、
よ
う
や
く
説
明
会
が
計
画
さ

れ
た
も
の
で
す
。 

 

全
国
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
政
務
活
動
費

の
問
題
。
取
手
で
も
、
一
議
員
の
不
正
受
給

が
明
ら
か
に
な
り
、
12
日
に
臨
時
議
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
議
会
で
は
、
政
務
活
動
費
の

交
付
に
関
す
る
条
例
の
改
正
、
飯
島
悠
介
議

員
の
辞
職
勧
告
決
議
案
が
提
案
さ
れ
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
は
、
「
政
務
活
動
費
は
議
員
の
調
査

研
究
に
使
う
た
め
、
税
金
か
ら
支
給
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
虚
偽
の
報
告
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

違
法
行
為
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、
「
今
回
の
決
議
案

を
議
決
す
れ
ば
こ
れ
で
終
わ
り
と
す
る
の
で
は
な

く
、
政
務
活
動
費
の
使
途
に
つ
い
て
厳
格
な
調
査
を

進
め
、
そ
の
結
果
を
市
民
に
公
開
す
る
こ
と
が
責
務

で
あ
る
」
と
し
、
辞
職
勧
告
決
議
案
に
賛
成
し
ま
し

た
。 

『
調
査
特
別
委
員
会
』
設
置
を
提
案 

日
本
共
産
党  

な
お
日
本
共
産
党
は
、
決
議
案
の
議
決
で
終
わ
ら

せ
る
の
で
な
く
、
失
っ
た
議
会
の
信
頼
を
回
復
す
る

た
め
、
議
会
と
し
て
の
「
調
査
特
別
委
員
会
設
置
」

を
提
案
し
ま
し
た
が
、
賛
成
は
共
産
党
議
員
だ
け
で

し
た
。 

他
に
、
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
公
民
館
等
の

使
用
料
値
上
げ
（
案
）
に
つ
い
て
緊
急
質
問
を
要
求
。

共
産
党
、
は
や
ぶ
さ
、
ひ
と
り
無
会
派
が
賛
成
し
た

も
の
の
緊
急
質
問
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

議
会
に
も
諮
ら
ず
す
で
に
決
ま
っ
た
か
の
よ
う

に
市
の
各
施
設
に
説
明
書
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と

に
、
市
民
か
ら
怒
り
の
声
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

かたらいの郷で給食

サービスをしています。

値上げ（案）でみんな困

っています。楽しみなお

風呂代が１００円も値

上げだし、コミュニティ

バスも乗り継いでくる

人もいます。みんなに会

える回数が減ってしま

います。 （根本貞枝） 

 市と市民のことバス意

見交換会の中で、「乗り継

ぎが多く不便。介護施設の

ある所に停車を。アナウン

スの充実を。年末年始の運

行など」の要望と合わせ、

「べらぼうな料金値上げ」

と人々は声を荒げました。 

（長谷山美智子） 

２つの公民館でヨガを

習っています。退職後、健

康維持と地域の方とコミ

ュニケーションをとり楽

しい日々を過ごすことが

大切と考えたからです。こ

の度の突然の「値上げ」は

納得がいきません。    

（井原あい子） 

ウェルネスプラザは、反対の

声も聴かず建設費２０億円以上

も使い、毎年１億３千万円の運

営費。それなのに、市民が身近

で文化を楽しみ健康維持に役立

つ公民館の使用料値上げは、と

ても納得できません。（鈴木 洋） 

公共施設前で市民

団体が値上げ中止

の署名活動。 

利用者・市民の声を

聴きました。 

病院に通うのにことバスを

使っています。１００円で乗

れる「おトク感」を感じます

が、５０円もの値上げにおど

ろいています。東京や横浜で

は、割引や無料で公共交通を

利用でき、外出もしやすいと

友人から聞いています。 

（通院者） 

ことバスに乗って井野団

地からお風呂に入りに来て

います。少ない年金で暮ら

しているので２００円（バ

スとお風呂代）も上がった

ら週３回を２回に減らすし

かない。友達もできて楽し

みにしていたのに値上げは

やめてほしい。 

（70 代女性） 

こんな一方的な    

やり方・値上げに、   

市民は怒っています。 
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東京電力柏崎刈羽原発の再稼働

が大争点となった新潟知事選（16

日投開票）。市民と野党の統一候

補・米山隆一氏が自公推薦候補を破

り、6 万 3 千票の大差での当選に

自民党内に大きな衝撃が走ってい

ます。 

新潟では先の参院選に続き、今回

の知事選で政権与党が 2 連敗。選

挙では「原発再稼働は認められな

い」という「大義の旗」のもと、

３党（共産・自由・社民）と市民

団体の共闘が実現、民進党議員も

応援に立ちました。今回、無党派

層の７割、自民支持層の３割の支

持を得た野党と市民の共闘選挙の

結果に、自民党内では「衆院選に

向け、野党共闘はどうなって行く

のか」とその危機感が向けられて

います。 

の米山氏が勝利 

 

 

日本共産党が提言 

12 月の日露首脳会談で領土問題が焦点とされる中、日本共

産党の志位委員長は「日露領土交渉をどう打開するか――『日

ソ共同宣言』から 60 周年にあたって」を発表。同日、菅官

房長官と会談し、提言の内容を政府に申し入れ、今後の領土

交渉が踏まえるべき基本点を提起しました。 
 

「2 島先行返還」は中間的な条約で 
 

南千島の歯舞、色丹と北海道の一部である国後、択捉を一

体に扱う日本政府のこれまでの「4 島一括」の方針を見直し、

歯舞、色丹の「2 島先行返還」を求めるのであれば、それ自

体は道理にかなう。しかし、この段階で、平和条約を締結す

れば、両国間の国境の画定という意義を事実上持つこととな

り、それ以上の領土返還交渉の道が事実上閉ざされてしまう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦後処理の大原則は「領土不拡大」。サ条約の千島列島

関連条項を廃棄・無効化し、千島全面返還の交渉を 

政府の「国後、択捉は千島列島にあらず。だから返還せよ」

の主張は世界で通用しない。 

先の大戦の戦後処理の大原則は、領土不拡大。よって、ヤ

ルタ協定（45年）を受けての、サンフランシスコ条約の「千

島列島の放棄」は不公正な戦後処理である。「領土不拡大」の

原則に立ち、平和的に国境を画定しあった到達点が重要。上

図に示す、日魯通好条約、樺太交換条約の結果、全千島列島

が日本の領土になった。「サ平和条約の千島関連条項を廃棄・

無効化し、千島列島の全面返還を内容とする平和条約締結の

交渉をすべき。この立場の交渉を行ってこそ国後・択捉の返

還の道も開ける。 

２３日取手駅前で、「戦争させない・９条壊すな！総がかり取手行動パート 12」が、１６０人の参加で集会とデモ
が行われました。高校生や子ども連れの若いママさんはじめ、参加者が次々にマイクを握り、参院選・新潟県知事
選に続いて、衆院選でも市民と野党の共闘で勝利し、安倍政権を倒そうと訴え、コールを行いながらデモ行進も。 

「安保法制（戦争法）によつて、自衛隊に新しい任務が与えら

れた」とする安倍政権の下、10 月末から自衛隊と米軍による日

米共同統合実働演習が始まります。２４日、陸上自衛隊は、戦争

法に基づく最初の任務に向けた準備を進め、南スーダン PKO に

派兵予定の第 11 次隊の訓練に一部を公開しました。 

 今回の訓練で想定された状況は、

南スーダンの実態からかけ離れて

います。同国では、政府軍と反政府

勢力との激しい戦闘が展開中。「駈

けつけ警護」の最も現実性が高いシ

ナリオは、南スーダン政府軍などと

の交戦で、仮にこれらを想定してい

れば、憲法 9 条に反する海外での

武力行為を前提とした訓練となり

ます。また「暴徒以上を想定してい

ない」とすれば、自衛隊は南スーダ

ンではほとんど何もできないこと

となり、まさに矛盾です。 

南スーダン問題の根本的解決の

ために、日本は戦争でなく憲法 9

条の立場で、民生支援こそ強化すべ

きです。 

 

取手9条の会・自民党改憲案を学習 

23 日、取手 9 条の会は総会及

び「自民党改憲案を学ぶ」学習会

を、憲法学者の田村武夫氏を迎え

開催。「日本国憲法は主権在民を表

明する。しかし自民改憲案は、天

皇中心の国家体制へ逆行させ、現

憲法を根底から変えてしまうも

の」と自民党条文案を示しながら

の解説に、参加者から「とんでも

ない改憲案の中身だ」などの声が

上がりました。同時上映したビデ

オ「独ワイマール憲法の教訓」（報

道ステーション、ギャラクシー賞受

賞）は過去 3 回廃案となったのに、

次の通常国会でまたも提出されそ

うな「共謀罪」を考える絶好の機

会となり、参加者が見入りました。 


